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 研究要旨 
本研究では、先天性難聴児・難聴者における視覚関連領域と言語領域の機能

的結合を、安静時fMRIを用いて解析した。被験者は、主なコミュニケーショ

ンモードにより手話群（n=8）および口話群（n=24）に分類し、健聴対照群

（n=27）はHCPのLifespanデータを用いた。視覚領域（鳥距皮質、楔部、舌

状回）と言語領域（上側頭回）の結合をCONN toolboxで解析した結果、難聴

群では視覚と言語領域間に有意な機能的結合が認められたが、健聴群では認

められなかった。手話群と口話群間には統計学的有意差はなかった。これに

より、視覚を介した言語処理ネットワークの再編成が難聴者において生じて

いる可能性が示唆された。 
 
 
Ａ．研究目的 
先天性難聴児・難聴者は、残存聴力や補聴、また

受けてきた療育・教育により、使用するコミュ

ニケーションモードが変わってくる。手話のよ

うに100%視覚に依存するコミュニケーション

モードもあるし、口話のように視覚と聴覚の両

方を使用するコミュニケーションモードもある。

今回、先天性難聴児・難聴者を対象に、安静時

fMRI撮像を行い視覚関連領域-言語領域の機能

的結合について解析を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
健 聴 コ ン ト ロ ー ル 群 と し て 、 Human 
Connectome Project（HCP）の Lifespan デー

タの MRIT1 強調画像と安静時 fMRI 画像を用

いた。先天性難聴児・難聴者は、７歳以上、両側

平均聴力レベル 40dBHL以上を対象とした。先

天性難聴児・難聴者は、その主なコミュニケー

ションモードにより、手話群と口話群とに分け

た。MRIT1強調画像と安静時 fMRI 画像の撮像

プロトコルは脳 3T-MRI 標準プロトコルガイド
ライン（革新脳・脳プロ, 2015 年）に準じて実

施した。先行研究より、視覚関連の関心領域

（ROI）は、左右鳥距皮質、左右楔部、左右舌状

回とし、言語ROIは、左右上側頭回を設定した。

機能的結合解析には CONN toolbox（version 
22a）を用い、統計解析には CONN 内の

standard settings for cluster-based inferences 
#1: Functional Network Connectivity で行った。 
 
(倫理面への配慮) 
本研究は、国立病院機構東京医療センター倫理

審査委員会の承認（承認番号：R23-095）を受け

て実施された 。被験者の選定にあたってはイン

フォームド・アセントおよびコンセントを取得

し、個人情報保護に最大限配慮した。 
 
Ｃ．研究結果   
健聴コントロール群（n=27, 8-75歳）では、視覚

関連領域内、言語領域内に有意な機能的結合を

認めるが、視覚関連領域-言語領域間で有意な機

能的結合は認めなかった。一方、先天性難聴手

話群（n=8, 12-79歳）と先天性難聴口話群（n=24, 
10-52歳）は、視覚関連領域-言語領域間で有意な

機能的結合を認めた（図）。先天性難聴手話群と

先天性難聴口話群とでは、統計学的に有意な機

能的結合の差は認めなかった。 
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Ｄ．考察 
上記の結果から、次の 3 つのことが考察される。

１）口話を用いている難聴者も、読話などで視

覚をコミュニケーションに使用しており機能的

結合にも表れている、２）健聴者では認められ

ないネットワークが難聴者では構成されている

可能性がある、３）視覚関連領域と言語領域の

機能的結合を見ることで、コミュニケーション

モードの視覚への依存度を評価できるかもしれ

ない。 
 
Ｅ．結論 
本研究により、先天性難聴者では視覚関連領域

と言語領域の間に有意な機能的結合が存在する

ことが示された。これは、健聴者には見られな

い神経ネットワークの再構成を示唆する。また、

手話群と口話群間に有意差がなかったことから、

両者に共通する視覚依存的な言語処理メカニズ

ムの存在が考えられる。視覚と言語の結合状態

を評価することで、コミュニケーションモード

の特性把握や個別支援の指標となる可能性があ

る。 
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